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▲賞状を手にする目黒町長（右）と齋藤教育長（左）

▲贈られた冊子を手にする只見高校生と関係者

NEWS&FLASH

只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り 

雪
運
搬
式

雪
像
づ
く
り
の
安
全
を
祈
願

福
島
県
食
生
活
改
善
推
進
連

絡
協
議
会
（
須
釜
千
代
会
長
）

か
ら
１
月
１９
日
、
只
見
高
校
３

年
生
に
、
食
育
冊
子
「
ひ
と
り

で
も
！
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
人
数

分
の
53
冊
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今

春
、
高
校
を
卒
業
す
る
３
年
生

に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
贈

ら
れ
た
も
の
で
、
冊
子
は
日
本

食
生
活
協
会
が
編
集
、
料
理
の

基
本
か
ら
主
食
の
料
理
、
お
か

ず
、
野
菜
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
。
一
人
暮

ら
し
で
も
気
軽
に
料
理
が
で
き

る
定
番
レ
シ
ピ
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
食
育
冊
子
は
、
須
釜
会

長
、
川
合
は
る
子
南
会
津
地
区

会
長
、
只
見
町
食
改
推
進
員
の

横
山
郁
子
さ
ん
、
横
山
咲
子
さ

ん
が
只
見
高
校
を
訪
れ
、
3
年

生
代
表
の
酒
井
喬
也
さ
ん
と
、

近
藤
亜
梨
沙
さ
ん
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
只
見
高
校
の

ほ
か
に
も
会
津
地
方
の
県
立
高

校
４
校
に
冊
子
を
贈
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
活
用
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

第
２９
回
福
島
県
建
築
文
化
賞
の
優

秀
賞
に
明
和
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
は
１
月
１４
日
に
杉
妻
会

館
（
福
島
市
）
で
行
わ
れ
、
目
黒
町

長
が
出
席
、
佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事

な
ど
か
ら
賞
状
や
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
作
品
は
、
周
囲
の

景
観
、自
然
環
境
と
の
調
和
や
気
候
・

風
土
な
ど
に
配
慮
し
、
機
能
性
に
も

優
れ
て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ
た
施

設
な
ど
で
す
。

目
黒
町
長
は
、「
明
和
小
学
校
は
、

統
合
に
よ
っ
て
空
校
舎
と
な
っ
た
中

学
校
を
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
再
生

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
た
建

物
で
あ
り
、
山
々
に
溶
け
込
ん
だ
景

観
と
と
も
に
自
然
首
都
・
只
見
に
ふ

さ
わ
し
い
校
舎
。
今
後
も
、
こ
う
し

た
環
境
整
備
を
図
り
、
自
分
の
住
む

町
を
誇
り
に
思
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

冬
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
只
見
ふ
る
さ

と
の
雪
ま
つ
り
」
に
は
欠
か
せ
な
い

大
雪
像
な
ど
を
作
る
た
め
の
雪
を
会

場
に
運
び
込
む
作
業
が
開
始
さ
れ
た

１
月
１８
日
、
雪
ま
つ
り
会
場
で
雪
運

搬
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
搬
式
に
は
、
雪
運
搬
用
ダ
ン
プ

１０
台
が
並
び
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１３
名

と
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
目
黒
町
長
が
「
安
全

に
留
意
さ
れ
、
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
効
率
的
な
運
搬
作
業
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
酒

井
恵
治
環
境
整
備
課
長
が
運
搬
の
注

意
事
項
を
述
べ
、
全
員
で
作
業
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

大
雪
像
「
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
」
の

作
製
作
業
は
１
月
２４
日
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

過
去
に
法
隆
寺
金
堂
の
火
災
に
よ

り
国
宝
の
壁
画
が
焼
損
し
た
日
、
１

月
２６
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定

め
、
全
国
的
に
防
災
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
只
見
町
で
も
同
日
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
成
法
寺
観
音

堂
（
梁
取
）
と
、
県
指
定
重
要
文
化

財
の
長
谷
部
家
住
宅
（
叶
津
）
で
、

防
火
査
察
が
行
わ
れ
、
南
会
津
広
域

消
防
署
只
見
出
張
所
と
只
見
町
消
防

団
、
成
法
寺
護
持
会
、
教
育
委
員
会

な
ど
の
関
係
者
が
、
各
文
化
財
の
防

火
設
備
や
防
火
対
策
の
状
況
な
ど
を

点
検
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
、
文
化
財
保
護

の
意
識
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
町

民
の
皆
さ
ん
も
、
町
の
貴
重
な
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２９
回
福
島
県
建
築
文
化
賞 

優
秀
賞
を
明
和
小
学
校
が
受
賞

文
化
の
香
り
高
い
魅
力
あ
る
学
校

福
島
県
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
レ
シ
ピ
本
を
贈
呈

重
要
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る 

平
成
２３
年
文
化
財
防
火
デ
ー

ニュース&フラッシュ

▲長谷部家住宅での防火査察 ▲安全を祈願した雪運搬式
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▲役場に設置された看板と目黒町長

平
成
２３
年
只
見
町
新
年
交
歓
会

景
気
回
復
目
指
し
前
向
き
な
取
り
組
み
を
…

只
見
町
が
平
和
市
長

会
議
に
加
盟

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
に
…

只
見
町
消
防
団
出
初
め
式

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
生
活
の
安
定
を
…

年
末
か
ら
の
豪
雪
に
よ
り
、

１
月
２１
日
、
午
前
７
時
３０
分
現

在
で
の
只
見
町
大
字
蒲
生
地
内

観
測
点
の
積
雪
深
が
２
ｍ
４３
㎝

と
な
り
、
今
後
も
雪
が
降
り
続

く
と
、
災
害
の
発
生
や
住
民
生

活
に
重
大
な
支
障
を
来
た
す
恐

れ
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
同
日

午
後
５
時
１０
分
「
只
見
町
豪
雪

対
策
本
部
」を
設
置
し
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
、
交
通
の
確
保
や

住
民
生
活
安
定
の
た
め
に
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
は
雪
に
よ
り
、
万
一
事

故
や
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
只
見
・
朝
日
・
明
和
地
区

セ
ン
タ
ー
や
役
場
町
民
生
活
課

な
ど
、
次
の
機
関
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

な
お
、
除
雪
作
業
は
十
分
に

気
を
つ
け
て
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
連
絡
先
電
話
番
号
】

▽
町
民
生
活
課８

２
―
５
１
０
０

▽
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー

８
２
―
２
１
４
１

▽
朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー

８
４
―
２
１
１
１

▽
明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

８
６
―
２
１
１
１

▽
環
境
整
備
課

（
町
道
除
雪
関
係
）

８
２
―
５
２
７
０

▽
山
口
土
木
事
務
所

（
国
県
道
除
雪
関
係
）

７
２
―
２
２
３
４

平
成
２３
年
只
見
町
新
年
交
歓
会

が
、
１
月
５
日
に
季
の
郷
湯
ら
里
で

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
新
年
を
祝
お

う
と
１
３
５
名
が
出
席
、
新
年
の
抱

負
な
ど
を
語
り
合
い
な
が
ら
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

交
歓
会
で
は
、
目
黒
町
長
と
五
十

嵐
拓
町
議
会
議
長
が
年
頭
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
、
続
い
て
、
来
賓
の
渡
辺

典
雄
福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
長

と
渡
部
勝
博
福
島
県
議
会
議
員
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
只
見
松
楓
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
謡
で
新
年
の
門
出
を
祝
い
、
菅

家
俊
一
只
見
町
商
工
会
長
の
音
頭
で

乾
杯
を
し
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
は
ぎ
の
会

の
皆
さ
ん
に
ご
出
演
い
た
だ
き
、
新

春
に
ふ
さ
わ
し
い
舞
踊
３
曲
を
ご
披

露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
只
見
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
の
五
十
嵐
辰
男
さ
ん
が
音
頭
を

と
ら
れ
万
歳
三
唱
を
し
て
、
閉
会
し

ま
し
た
。

１
月
９
日
、
朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー

で
平
成
２３
年
只
見
町
消
防
団
出
初
め

式
が
行
わ
れ
、
副
班
長
以
上
の
幹
部

団
員
と
関
係
者
ら
８０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
消
防
長
の
目
黒
町
長
が
「
消

防
団
員
と
し
て
の
職
責
を
全
う
す
る

自
覚
を
新
た
に
さ
れ
、
町
民
の
安
全

を
守
る
と
と
も
に
、
防
火
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
好
行
消

防
団
長
は
「
本
年
も
、
消
す
消
防
よ

り
も
出
さ
な
い
消
防
に
努
め
ま
す
。

消
防
精
神
を
堅
持
し
、
新
た
な
決
意

を
も
っ
て
一
層
ご
精
進
く
だ
さ
い
」

と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

参
加
し
た
団
員
は
、
新
た
な
気
持

ち
で
今
年
一
年
の
無
火
災
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

NEWS&FLASH

只
見
町
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
は
、
世
界

大
多
数
の
願
い
で
す
。
核
保
有
国

を
は
じ
め
と
す
る
各
国
政
府
の
政

策
を
変
え
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
世
界
の
潮
流
を
創
り
出
し
て
い

く
た
め
、
世
界
の
都
市
が
連
帯
し

て
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
こ
と

な
ど
を
目
的
に
１
９
８
５
年
８
月

に
第
１
回
世
界
平
和
連
帯
都
市
市

長
会
議
が
開
催
、
平
和
市
長
会
議

と
い
う
機
構
が
設
立
し
ま
し
た
。

以
後
、
様
々
な
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
昨

年
１１
月
現
在
、
世
界
で
１
４
９
の

国
や
地
域
に
あ
る
４
３
０
０
を
超

え
る
自
治
体
が
加
盟
し
て
い
ま

す
。只

見
町
は
、
平
成
２３
年
１
月
１

日
付
け
で
加
盟
、
今
後
は
世
界
の

加
盟
自
治
体
と
連
帯
し
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
平
和

市
長
会
議
の
会
長
は
、
秋
葉
忠
利

広
島
市
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲加盟認定証

▲新年を祝う乾杯


